
イ
エ
ロ
ー
も
レ
ッ
ド
も
あ
る
け
れ
ど

　も
っ
と

　心
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
出
し

　
　お
互
い
を
尊
重
し

　認
め
合
う
社
会
を

　
　
　つ
く
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
ど
の
程
度
許
さ
れ
な
い
か
説
明
す
る
だ
け
で
な

く
、
よ
い
行
動
を
カ
ー
ド
で
示
す
こ
と
で
、
フ
ェ

ア
プ
レ
イ
精
神
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば

　「
ほ
か
の
人
が
見
本
と
な
る
行
動
だ
よ
」

　「
そ
れ
は
良
い
行
動
だ
よ
」

　「
そ
の
調
子
で
続
け
な
さ
い
」

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
　

★
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
、
12
歳
以
下
の
大
会
で

積
極
的
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
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グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

やさしい日本語
　『やさしい日本語』とは、だれにでも伝わるように言葉や文章を簡単にした日本語のことを言います。
「やさしい」の言葉は、簡単という「易しい」と、使う人の「優しい」気持ちの２つの意味が込められています。

　地域には、いろいろな文化や価値観を持つ人たちが暮らしています。みんながちがいを認め合い、と
もに協力するためには、お互いに話しあい、必要なときには助け合える関係づくりが大切です。
　「英語が話せない」「手話はわからない」から、「相手に話してもわからない」と思い込んでいませんか？
　そんなとき、『やさしい日本語』を思い出して、やさしい言葉と気持ちで話しかけてみましょう！

　日ごろ、日本語を使う私たちは、災害の危険を知らせるとき、ごみの捨て方などの情報を伝えるとき、
仕事で作業する内容を教えるときに、だれもが理解できるように説明する必要があります。地域のさま
ざまな人たちとコミュニケーションをとるときに、「やさしい日本語」を使うことは効果がある方法です。

み じかく言う：一文はみじかく言う。だらだらつなげない。
　×私は医者をしている兄がいます。　→　○私には兄がいます。兄は医者をしています。

さ いごまで言う：文末まではっきり言う。途中で止めない。
　×郵便局に行きたいんですが…　→　○郵便局にはどうやって行ったらいいですか

は っきり言う：はっきり伝える。あいまいな言い方はしない。
　×土足厳禁　→　○靴を脱いでください　　×現金しか使えません　→　○現金だけ使えます

『やさしい日本語』のコツは「ハサミの法則」が基本です

英語を話さない地域の人には、英語よりも
やさしい日本語の方が伝わりやすいです。

外国からの
旅行者や
働く人

漢字や熟語が多い長い説明より、簡単な文
章は読みやすく、聞きやすいです。

高齢者や
認知症の人

簡単で短い文章は、手話を使う人が口元を
見たときにも内容がわかりやすいです。

障がいが
ある人

難しい言葉を簡単な言葉に言い換えること
で、子どもたちにも内容がわかります。

子どもたち

「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
？
？
」

【
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
】

「
カ
ー
ド
は
、

  

イ
エ
ロ
ー
か
レ
ッ
ド
じ
ゃ
な
い
の
？
」

「
あ
、
フ
ァ
ー
ル
が
あ
っ
た
か
な
？
」

「
倒
れ
た
相
手
を
起
こ
し
て
い
る
」

「
審
判
が
寄
っ
て
き
た
ぞ
」

未
来
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
を
夢
見
る

子
ど
も
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
見
に
き
ま
し
た


